
滋賀県土木交通部道路整備課

社会資本整備総合交付金（中間評価）
Pa５４ 霊峰伊吹山と天下分け目の武将の息吹を感じる、

岐阜・滋賀周遊観光振興による広域的地域活性計画

Pa５５ 海山湖の魅力を地域活動と広域交通網で向上する

福井・滋賀広域観光活性化計画

資料２
滋賀県公共事業評価監視委員会
令和５年１月２０日
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◆滋賀県の道路整備方針

【改築事業】（９９箇所）
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【交通安全事業（歩道整備、交差点改良）】
（８９箇所）

【街路事業】（１４箇所）

滋賀県道路整備アクションプログラム2018の概要



◆滋賀県の道路整備方針（交付金制度の活用）

将来10年間の道路整備計画

○厳しい財政状況の中、「選択と集中」による重点化
を図り、地域に真に必要な道路を優先して整備

具体化

※現アクションプログラムは、H30年度～R9年度の10年間の

道路整備計画として、H30年.3月に策定。

滋賀県道路整備マスタープラン
（H14策定→H23見直し）

将来20年間における道路整備の基本方針
① 県内産業の活性化と地域文化の交流
② 誰もが安心・安全に暮らせる優しい県土の実現
③ 環境負荷の軽減と個性と潤いのある生活空間の創造
④ 地域の自立的発展と不安のない暮らしの創出

社会資本整備総合交付金
○国土交通省が平成22年度に創設した交付金
（地方公共団体向けの個別補助金を一本化し、

地方公共団体の自由度を高めた交付金制度）

アクションプログラムに基づき計画的に事業を進めていくために活用
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透明性の確保、県民との約束

滋賀県道路整備
アクションプログラム

（H15策定、H19,H24,H29,R4に見直し）



◆広域連携事業の概要

4出典：国土交通省ＨＰ「社会資本整備総合交付金（広域連携事業）概要」



◆広域連携事業の概要

出典：国土交通省ＨＰ「社会資本整備総合交付金（広域連携事業）概要」
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◆滋賀県の広域連携事業の地域図

海山湖の魅力を地域活動と
広域交通網で向上する

福井・滋賀広域観光活性化計画
（長浜市北部、高島市）

霊峰伊吹山と天下分け目の
武将の息吹を感じる、

岐阜・滋賀周遊観光振興に
よる広域的地域活性化計画

（長浜市南部、米原市）

三重・滋賀交流圏域における
広域観光活性化計画

（彦根市、近江八幡市、草津市、
守山市、栗東市、野洲市、東近江
市、日野町、竜王町、愛荘町、
豊郷町、甲良町、多賀町）

※令和４年４月１日時点

連携先：福井県

連携先：岐阜県

連携先：三重県

京奈和自転車道とビ
ワイチを基軸とした歴
史・文化を体感する自
転車周遊による広域
観光活性化計画

（大津市、草津市、守山
市、甲賀市）

連携先：京都府、
奈良県、和歌山県
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◆滋賀県・岐阜県の広域連携事業の概要
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◆滋賀県・岐阜県の広域連携事業の概要
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◆中間評価の実施

滋賀県公共事業等計画評価実施要綱

第３ 中間評価および事後評価の内容

１ 知事は、次に掲げる事項について中間評価を行うものとする。

(1) 事業の進捗状況

(2) 事業効果の発現状況

(3) 評価指標の目標値の実現状況

２ 知事は、次に掲げる事項について事後評価を行い、今後の方針の案を作成する

ものとする。

(1) 事業の進捗状況

(2) 事業効果の発現状況

(3) 評価指標の目標値の実現状況

(4) 主要な事業に関する次の事項

ア 事業を巡る社会経済情勢等の変化

イ 事業採択時の費用対効果分析の要因の変化

ウ コスト縮減および代替案立案等の可能性

エ その他必要と考えられる事項

中間評価にて主要な事業を選定
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◆要綱第３-１-(１) 事業の進捗状況 Pa54
霊峰伊吹山と天下分け目の武将の息吹を感じる、岐阜・滋賀周遊観光振興による広域的地域活性計画

至 岐阜県

■路線名 ：国道３０３号（音羽工区）
■箇所 ：長浜市木之本町音羽
■事業期間：令和２～ 令和６年度
■事業内容：バイパス道路整備
■事業延長：Ｌ＝７００ ｍ
■全体事業費：７億４０００万円

杉野川

至 木之本市街

拠点施設：道の駅 星野ふる里ふじはし

幅員狭小と線形不良区間の解消により、
拠点施設へのアクセス性が向上

事業効果

幅員狭小箇所

∇拠点施設

→令和5年度完了予定
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◆要綱第３-１-(２) 事業効果の発現状況 Pa54
霊峰伊吹山と天下分け目の武将の息吹を感じる、岐阜・滋賀周遊観光振興による広域的地域活性計画

11整備後

事業効果

■路線名 ：国道３６５号
■箇所 ：藤川・杉澤工区
■事業期間：令和２～ 令和６年度
■事業内容：舗装修繕
■事業延長：Ｌ＝５．５ ㎞
■全体事業費：２億７５００万円

整備前

事業効果

舗装修繕により、拠点施設への
快適性、安全性の向上

→令和6年度全区間完了予定

事業箇所



●岐阜県（岐阜・西濃地域）と滋賀県（湖北地域）における観光客数
2,659万人（H30） ⇒ 3,066万人（R6） （407万人（15%）の増加）

●滋賀県（湖北地域）における観光客数
844万人（H30） ⇒ 886万人（R6） （42万人（5%）の増加）

■計画の成果目標

目標値 実績値

当初（H30） － 2,659万人

中間年（R3年度末） 2,863万人 592万人※

最終年（R6年度末） 3,066万人

目標値 実績値

当初（H30） － 844万人

中間年（R3年度末） 865万人 592万人

最終年（R6年度末） 886万人

【岐阜県（岐阜・西濃地域）と滋賀県（湖北地域）に
おける観光客数】 【滋賀県（湖北地域）における観光客数】

目標未達成

◆要綱第３-１-(３) 評価指標の目標値の実現状況 Pa54
霊峰伊吹山と天下分け目の武将の息吹を感じる、岐阜・滋賀周遊観光振興による広域的地域活性計画
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目標未達成

中間年は、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、「目標未達成」

※緊急事態宣言の発令により
岐阜県の観光入込客数は
令和3年度欠測

アフターコロナの観光拠点の活性化に向け、引き続き事業進捗を実施



◆主要な事業の選定について Pa54
霊峰伊吹山と天下分け目の武将の息吹を感じる、岐阜・滋賀周遊観光振興による広域的地域活性計画

①計画最終年度（R6）において事業採択後5年以上を経過した時点で未着工の事業

②計画最終年度（R6）において事業採択後10年以上経過し継続中の事業

要件

※「事業採択」とは国庫補助事業については「国の事業採択通知を受け事業費が予算
化された時点」、単独事業については、「詳細設計に着手した時点」

※「未着工の事業」とは「用地買収手続きと工事のいずれにも着手していない事業」

①の要件の事業 ： なし
②の要件の事業 ： なし
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※ただし、維持管理に係る事業を除く

主要な事業なし



①事業の進捗状況
国道３０３号（音羽工区）の事業進捗の確認をおこなった。
事業については、令和５年度に完了見込みである。

②事業効果の発現状況
国道３６５号の舗装修繕事業について、一部事業完了したことにより、
拠点施設への快適性の向上に寄与した。

③評価指標の目標値の実現状況
③-1 岐阜県（岐阜・西濃地域）と滋賀県（湖北地域）における観光客数
中間目標値2,863万人に対し、現状592万人
（緊急事態宣言により岐阜県は欠測）

③-2 滋賀県（湖北地域）における観光客数
中間目標値865万人に対し、現状592万人
新型コロナウイルス感染症の影響もあり、目標未達成であったが、
アフターコロナの観光拠点の活性化に向け、事業を推進する。

④主要な事業の選定について
要件に該当する事業がないため、主要な事業は選定しない。

○まとめ

◆中間評価まとめ Pa54
霊峰伊吹山と天下分け目の武将の息吹を感じる、岐阜・滋賀周遊観光振興による広域的地域活性計画
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◆滋賀県の広域連携事業の地域図
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海山湖の魅力を地域活動と
広域交通網で向上する

福井・滋賀広域観光活性化計画
（長浜市北部、高島市）

霊峰伊吹山と天下分け目の
武将の息吹を感じる、

岐阜・滋賀周遊観光振興に
よる広域的地域活性化計画

（長浜市南部、米原市）

三重・滋賀交流圏域における
広域観光活性化計画

（彦根市、近江八幡市、草津市、
守山市、栗東市、野洲市、東近江
市、日野町、竜王町、愛荘町、
豊郷町、甲良町、多賀町）

※令和４年４月１日時点

連携先：福井県

連携先：岐阜県

連携先：三重県

京奈和自転車道とビ
ワイチを基軸とした歴
史・文化を体感する自
転車周遊による広域
観光活性化計画

（大津市、草津市、守山
市、甲賀市）

連携先：京都府、
奈良県、和歌山県



◆滋賀県・福井県の広域連携事業の概要
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◆滋賀県・福井県の広域連携事業の概要
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◆要綱第３-１-(１) 事業の進捗状況 Pa55
海山湖の魅力を地域活動と広域交通網で向上する福井・滋賀広域観光活性化計画

■路線名 ：小荒路牧野沢線（沢工区）
■箇所 ：高島市牧野町沢
■事業期間：令和２～ 令和６年度
■事業内容：現道拡幅
■事業延長：Ｌ＝２００ ｍ
■全体事業費：３億２０００万円

幅員狭小、高さ制限の解消により、
拠点施設へのアクセス性が向上

事業効果

幅員狭小箇所

→令和５年度より工事着手

事業箇所

現況断面

計画断面

京都新聞（R4.9.22）
至:ピックランド

隧道撤去工事中

至:大津・京都方面
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◆要綱第３-１-(２) 事業効果の発現状況 Pa55
海山湖の魅力を地域活動と広域交通網で向上する福井・滋賀広域観光活性化計画

19整備後

事業効果

■路線名 ：小荒路牧野沢線
■箇所 ：白谷工区
■事業期間：令和２年度
■事業内容：消雪装置
■事業延長：Ｌ＝８００ｍ
■全体事業費：３．０億円

整備前

事業効果

消雪設備の修繕により、
積雪時の拠点施設への
快適性、安全性が向上

事業箇所
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●福井県（福井・嶺南地域）と滋賀県（湖北・湖西地域）における観光客数
1,544万人（H30） ⇒ 1,681万人（R6） （137万人（9%）の増加）

●滋賀県（湖北・湖西地域）における観光客数
1,079万人（H30） ⇒ 1,133万人（R6） （54万人（5%）の増加）

■計画の成果目標

目標値 実績値

当初（H30） － 1,544万人

中間年（R3年度末） 1,613万人 1,380万人※

最終年（R6年度末） 1,681万人

目標値 実績値

当初（H30） － 1,079万人

中間年（R3年度末） 1,106万人 734万人

最終年（R6年度末） 1,133万人

【福井県（嶺南地域）と
滋賀県（湖北・湖西地域）における観光客数】 【滋賀県（湖北・湖西地域）における観光客数】

目標未達成

◆要綱第３-１-(３) 評価指標の目標値の実現状況 Pa55
海山湖の魅力を地域活動と広域交通網で向上する福井・滋賀広域観光活性化計画
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目標未達成

中間年は、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、「目標未達成」

アフターコロナの観光拠点の活性化に向け、引き続き事業進捗を実施



◆主要な事業の選定について Pa55
海山湖の魅力を地域活動と広域交通網で向上する福井・滋賀広域観光活性化計画

①計画最終年度（R6）において事業採択後5年以上を経過した時点で未着工の事業

②計画最終年度（R6）において事業採択後10年以上経過し継続中の事業

要件

※「事業採択」とは国庫補助事業については「国の事業採択通知を受け事業費が予算
化された時点」、単独事業については、「詳細設計に着手した時点」

※「未着工の事業」とは「用地買収手続きと工事のいずれにも着手していない事業」

①の要件の事業 ： なし
②の要件の事業 ： なし
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※ただし、維持管理に係る事業を除く

主要な事業なし



①事業の進捗状況
小荒路牧野沢線（沢工区）の事業進捗の確認をおこなった。
事業については、令和５年度に完了見込み。

②事業効果の発現状況
小荒路牧野沢線の消雪装置修繕事業について、事業完了したことにより、
拠点施設への快適性の向上に寄与した。

③評価指標の目標値の実現状況
③-1 福井県（嶺南地域）と滋賀県（湖北・湖西地域）における観光客数
中間目標値1,613万人に対し、現状1,380万人

③-2 滋賀県（湖北・湖西地域）における観光客数
中間目標値1,106万人に対し、現状734万人
新型コロナウイルス感染症の影響もあり、目標未達成であったが、
アフターコロナの観光拠点の活性化に向け、事業を推進する

④主要な事業の選定について
要件に該当する事業がないため、主要な事業は選定しない。

○まとめ

◆中間評価まとめ Pa55
海山湖の魅力を地域活動と広域交通網で向上する福井・滋賀広域観光活性化計画
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